
この毛馬の絵図は淀川の毛馬の対岸、大川西側西成郡北長柄村から東側東成郡毛馬村の毛馬の渡しあたり
を描いたもので、右側の図には渡し場に下って行く坂道があります。

手前の船は渡し舟で、笠をかぶった客は荷物を背負ったまま立って乗っており、天秤棒を担い
だ客も、天秤棒を担いで立って乗っています。荷物を濡らさない様に又荷持の底が船底の不安
定なところに載せると荷崩れが起こってはいけないために立って乗っているのだとおもわれ
ます。 

真ん中の大きな長い船は、京に上る三十石船[注1]で、屋根[注2]があり、屋根には旅人の笠が
括り付けられていて、船頭が一人舵を操っています。 
その向こう側には小さな船を船頭が棹で船を操っているのがみえます。 

この渡しの江戸時代の場所は分かりませんが、明治１８年の地図で確認しますと毛馬村の村
内の南はずれで、この絵図が描かれた文久元年とあまり場所がかわらないとおもいます。渡し
の長さは１９０間（約３４２ｍ）です。

上り船の部　毛馬・赤川より
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堤上の街道(淀川左岸堤防を利用した古い京街道)の右側に
は天秤棒を担いだ人が荷物を運んでいるのがみえます。その
後方の山は生駒山だと思われます。

毛馬の左側の図の淀川には下りの三十石船があり、船頭一
人が棹か艪で船を操っているのが描かれています。 
堤上には右の図の三十石船の曳柱[注3]の先端に縄をかけ
引っ張っている五人の人がいます。 
三人は三十石船の水子(読み＝かこ＝水夫)で残りの二人は
毛馬付近の流れの速い所の船曳専門の人夫だと思われます。 

三十石船の描かれてる絵図を見ると大坂の町の橋のそばを
通っている三十石船には帆柱が描かれていないので天満橋・
川崎の渡しを過ぎると上り舟は帆柱を立てるのだと思いま
す。 
堤上で一人で船を引っ張っているのは右の図の奥の小さな
船の水夫又は船曳専門の人夫だとおもわれます。

10




